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戦時下 全国各地（植民地を含む）の

民間社会福祉の苦悩と

協同のありようを

明らかにする情報誌を復刻!
戦
争
へ
の
突
入
と
経
済
不
況
の
中
�
社
会
的
弱
者
が
増
大
し
�

同
時
に
社
会
事
業
団
体
が
経
営
難
に
陥
�
た
一
九
三
一
年
�

事
態
打
開
の
た
め
創
立
さ
れ
た
全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
は

全
国
に
社
会
事
業
団
体
の
連
帯
を
呼
び
か
け
�
法
的
整
備
を
政
府
に
訴
え
て
い
く
�

機
関
誌
で
あ
る
本
誌
に
は
�
日
本
全
国
及
び
植
民
地
の

社
会
事
業
全
般
に
関
す
る
情
報
と
論
考
が
満
載
さ
れ
て
い
る
�

路
上
生
活
者
支
援
�
結
核
や
性
病
な
ど
の
医
療
保
護
事
業
�
農
山
漁
村
救
済
更
生
事
業
�

﹁
救
癩
﹂
事
業
�
母
子
保
護
事
業
�
傷
痍
軍
人
支
援
事
業
�
出
獄
人
保
護
事
業
�

少
年
保
護
事
業
�
里
子
事
業
�
養
老
事
業
な
ど

─
─

困
窮
者
へ
の
支
援
と
救
済
に
心
砕
い
た
�
民
間
の
社
会
事
業
者
た
ち
の
奮
闘
を

明
ら
か
に
す
る
資
料
で
あ
る
�

﹁
聯
盟
﹂
の
活
動
を
つ
ぶ
さ
に
報
告
す
る
事
業
報
告
や
大
会
議
案
�

﹃
罹
災
救
助
基
金
法
改
正
経
過
概
要
﹄﹃
私
設
社
会
事
業
従
事
員
待
遇
調
査
﹄
な
ど

関
連
資
料
も
あ
わ
せ
て
復
刻
刊
行
す
る
�



全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
の
創
設
は
一
九
三
一
年
七
月
、
時
あ
た
か
も

昭
和
恐
慌
下
で
の
「
社
会
事
業
の
行
詰
り
」
が
社
会
事
業
界
を
席
巻
し
た
時

期
で
あ
る
。
民
間
の
社
会
事
業
は
大
量
の
社
会
事
業
対
象
者
を
前
に
経
営
難

に
陥
り
、
存
在
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
の
克
服
を
目
指
し
た

関
係
者
の
努
力
や
全
国
各
地
で
の
私
設
社
会
事
業
聯
盟
の
活
動
、
さ
ら
に
そ

の
後
、
戦
時
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
く
過
程
の
実
態
を
克
明
に
記
録
し

た
の
が
、
一
九
三
三
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
聯
盟
機
関
誌
『
私
設
社
会
事
業
』

で
あ
る
。

戦
前
の
社
会
事
業
は
、
民
間
の
役
割
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
ず
、

今
回
の
復
刻
に
よ
っ
て
限
定
的
で
は
あ
る
が
戦
前
期
の
私
設
社
会
事
業
の
動

向
を
体
系
的
に
捉
え
、
従
来
の
研
究
の
空
白
部
分
で
あ
っ
た
私
設
社
会
事

業
・
厚
生
事
業
の
実
態
を
埋
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
今
後
の
社
会
事

業
史
研
究
に
と
っ
て
復
刻
の
意
義
は
大
き
い
。

個
人
的
関
心
か
ら
指
摘
す
れ
ば
、
本
誌
に
よ
り
中
央
と
地
方
の
連
盟
の
動

向
を
ま
と
め
て
閲
覧
で
き
る
こ
と
は
最
も
魅
力
的
で
あ
り
、
社
会
事
業
の
地

方
史
研
究
に
と
っ
て
も
、
ま
た
重
要
な
史
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
『
私
設
社
会
事
業
』
の
復
刻
は
、
社
会
事
業
史
研
究
の
基
本
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
、
私
設
社
会
事
業
の
実
態
と
役
割
解
明
に
資
す
る
こ
と
に

な
り
、
大
い
に
期
待
で
き
る
。
刊
行
の
労
を
と
ら
れ
た
寺
脇
隆
夫
・
庄
司
拓

也
両
氏
に
感
謝
し
た
い
。�

（
き
く
ち
・
ま
さ
は
る
／
久
留
米
大
学
教
授
）

推薦します

『
私
設
社
会
事
業
』
は
、
日
本
の
社
会
福
祉
に
お
け
る
公
私
関
係
の
特
質
や

歴
史
的
課
題
を
考
え
、
民
間
福
祉
の
意
義
と
役
割
、
そ
の
主
体
性
を
考
え
る

上
で
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
三
大
雑
誌
や
『
社
会
事

業
年
鑑
』
だ
け
で
は
補
え
得
な
い
独
自
の
重
要
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
各
地

の
大
学
図
書
館
等
に
散
在
し
、
全
貌
を
見
る
の
に
苦
労
が
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ

全
冊
の
復
刻
に
よ
り
社
会
福
祉
史
研
究
全
体
の
前
進
に
大
き
な
力
と
な
る
だ

ろ
う
。

全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
が
、
東
日
本
、
関
西
、
西
日
本
の
三
地
方
聯

盟
を
中
心
と
し
た
初
期
の
組
織
か
ら
道
府
県
聯
盟
単
位
制
へ
の
移
行
、
戦
時

下
へ
の
統
制
機
能
の
強
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
方
向
を
辿
り
、
ま
た
戦
時

体
制
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
運
命
に
あ
っ
た
か
。
民
間
の
ベ
ク
ト
ル
に
よ
る
議

論
と
問
題
点
が
興
味
深
く
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
戦
後
の
措
置
委
託
や
社

会
福
祉
協
議
会
を
含
む
民
間
性
の
議
論
の
背
景
も
浮
き
彫
り
に
な
る
。

紙
面
に
は
議
論
の
経
過
が
く
わ
し
く
示
さ
れ
て
お
り
、
論
説
だ
け
で
な
く
、

大
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
研
究
委
員
会
な
ど
の
記
事
に
も
注
目
さ
れ
る
も
の
が

多
い
。
毎
年
の
動
き
を
丁
寧
に
意
味
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
事
業
の

内
実
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
地
の
組
織
化
の
動
向
と
推
移

が
よ
く
わ
か
る
。
各
地
の
社
会
事
業
協
会
雑
誌
に
も
出
て
こ
な
い
も
の
が
あ

り
、『
私
設
社
会
事
業
』
な
ら
で
は
の
情
報
で
あ
る
。
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

民
間
福
祉
関
係
者
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
。
今
回
、
私
設
社
会
事
業
聯
盟

の
代
表
的
な
調
査
報
告
を
含
ん
で
復
刻
さ
れ
る
こ
と
を
喜
び
、
活
用
を
大
い

に
期
待
し
た
い
。�

（
な
が
お
か
・
ま
さ
み
／
日
本
福
祉
大
学
教
授
）

戦
前
期
民
間
社
会
事
業
の
実
体
解
明
に
必
須
の
資
料

◎

菊
池
正
治

『
私
設
社
会
事
業
』
が
語
る
も
の

◎

永
岡
正
己



関連年表

年

月

事
項

１
９
２
７

11

長
崎
県
私
設
聯
盟
創
立

１
９
２
８

４

西
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
創
立
（
九
州
中
心
）

１
９
２
９

12

東
京
私
設
聯
盟
創
立

１
９
３
０

７

関
西
私
設
聯
盟
創
立

１
９
３
１

７

全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
結
成

９

柳
条
湖
事
件

１
９
３
２

７

罹
災
救
助
基
金
法
改
正
法
律
案
、
帝
国
議
会
通
過

１
９
３
３

２

全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
機
関
誌
『
私
設
社
会
事
業
』
創
刊

国
際
連
盟
脱
退

４

児
童
虐
待
防
止
法
公
布

東
京
私
設
社
会
事
業
聯
盟
、「
社
会
事
業
デ
ー
」
開
催

１
９
３
４

１

第
２
回
全
国
私
設
社
会
事
業
家
大
会

３

社
会
事
業
中
央
交
換
局
、
事
業
開
始

函
館
大
火

６

函
館
の
罹
災
私
設
団
体
を
慰
問

１
９
３
５

１

30
道
府
県
で
聯
盟
が
成
立

３

罹
災
基
金
法
継
続
の
誓
願
、
貴
族
院
・
衆
議
院
で
採
択

全
国
私
設
社
会
事
業
統
制
協
議
大
会
開
催
。
ラ
ジ
オ
放
送
が
全
国
に
中
継

議
案
提
出

：

長
崎
県
私
設
聯
盟
、
山
口
県
私
設
聯
盟
、
東
京
私
設
聯
盟
、
北
海
道
聯
合
会
、

京
都
私
設
聯
盟
、
滋
賀
県
私
設
聯
盟
、
神
奈
川
県
私
設
聯
盟
、
千
葉
県
私
設
聯
盟

１
９
３
６

３

全
国
私
設
社
会
事
業
協
議
会
、
滋
賀
県
で
開
催

６

朝
鮮
私
設
社
会
事
業
聯
盟
創
立

１
９
３
７

７

盧
溝
橋
事
件

12

軍
事
援
護
法
を
軍
事
扶
助
法
に
改
正

１
９
３
８

７

阪
神
大
水
害

国
民
健
康
保
険
法
施
行
（
農
山
漁
村
対
象
）

社
会
事
業
法
実
施

11

恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
創
立

１
９
４
１

７

国
民
優
生
法
施
行

12

真
珠
湾
攻
撃
、
米
国
へ
の
宣
戦
布
告

１
９
４
２

８

全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
を
大
日
本
社
会
事
業
報
国
会
と
改
称

１
９
４
５

８

敗
戦
、
日
本
社
会
事
業
連
盟
と
改
称

１
９
４
７

４

中
央
社
会
事
業
協
会
と
合
併
、
日
本
社
会
事
業
協
会
と
改
称

主要執筆者一覧

赤
神　

良
譲

安
藤　

正
純

石
本　

静
枝

磯
村　

英
一

稲
村　

隆
一

今
中　

次
麿

海
野　

幸
徳

大
河
内
一
男

大
林　

宗
嗣

岡　
　

弘
毅

小
栗　

将
江

長
田　

穂
波

河
東
田
教
美

金
子
し
げ
り

金
光　

庸
夫

川
田
貞
治
郎

木
立　

義
道

城
戸
幡
太
郎

金　

煕　

明

清
浦　

奎
吾

久
保
寺
保
久

香
坂　

昌
康

後
藤　

文
夫

小
橋
カ
ツ
エ

斎
藤　
　

実

三
田
谷　

啓

椎
尾　

弁
匡

下
村　

海
南

正
田　

淑
子

新
明　

正
道

杉
山
元
治
郎

鈴
木
喜
三
郎

関
谷
貞
三
郎

高
木
武
三
郎

武
田　

慧
宏

武
田　

清
子

竹
中　

勝
男

鄭　

寅　

学

土
屋　

大
助

綱
脇　

龍
妙

永
井　
　

享

生
江　

孝
之

難
波　

紋
吉

橋
本
勝
太
郎

林　
　

歌
子

林　
　

文
雄

二
木　

謙
三

船
山　

信
一

前
田　

利
定

牧　
　

賢
一

正
木
ひ
ろ
し

松
島　

正
儀

松
田
竹
千
代

丸
山　

鶴
吉

安
田
徳
太
郎

山
川　

菊
栄

遊
佐　

敏
彦

脇
田　

悦
三
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概要

構成内容

関連図書

刊
行
中

濃尾大地震による「震災孤児」の悲惨な状況に触発されて創立さ
れた上毛孤児院（群馬県）は、災害や凶作、貧窮、障害によって
困窮に陥った保護者のいない子どもたちを守り育てた戦前期児
童養護施設の草分けである。機関誌『孤児の友』『上毛孤児院月
報』及び関係資料を網羅的に収集し編集復刻！付録に幻灯用ガ
ラス原板の画像データ208点をDVDに収録した。
◉B5判・A4判（第5巻のみ）・上製・約1900ページ
◉揃定価──110,000円＋税
◉編・解説─宇都榮子（専修大学教授）・細谷啓介（上毛愛隣社理事長）

◦第１回配本　第1巻〜第2巻・付録DVD〈2011年12月刊行〉
ISBN978-4-905421-09-2

◦第２回配本　第3巻〜第5巻〈2012年9月刊行〉
ISBN978-4-905421-13-9

編集復刻版
『上毛孤児院関係資料集成』
全５巻＋付録DVD １枚

近
刊

戦歿兵士の遺家族をはじめとする銃後の体制を日本帝国はどの
ように作り上げたか。
もうひとつの戦場の実態を明らかにする貴重資料を厳選し復刻。
◉揃定価──175,000円＋税（予定）
◉編・解説─一ノ瀬俊也（埼玉大学准教授）

◦全３回配本
第１回配本＝2012年10月刊行予定

編集復刻版
『軍事援護関係資料集成』（仮題）
全７巻（予定）


